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山間部の地域づくりと博物館活動の役割に関する考察
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1,0 本稿の目的

我々は,人が人や自然と共生する持続可能

な世界を目指すために,地域社会において歴

史的遺産を守 り,世代間を越えた文化的な営

みを必要とする。博物館①は,その一つとし

て社会によって創られ,地域と関わりを持つ

機関であるといえよう。そして地域問題に対

処し,地域を生かし,さ らに地域に影響を与

えていくことも博物館のもつ社会的な役割の

一つと考える。

今日,山間部の地域課題は,若者の都市ヘ

の流出,地域住民の高齢化,地場産業の衰

退,生活環境の再整備等である。これらの課

題に博物館がいかに寄与できるのであろう

か。今後,博物館活動を通じてこれらの問題

に対処するには,ま ず博物館と地域住民の生

活との関わ り合いを明らかにすることを必要

とする。この意味での博物館研究は,博物館

をめぐる地域社会の視点から博物館活動を捉

えた調査により,地域社会の課題に応える博

物館運営について明らかにすることを求めら

れる。

そうしたなか今日フランスを中心とするエ

コミュゼ (6comus6e)② は,地域住民が博物

館活動の主体となり,記憶とふれあう新たな

地域文化の創造の場として注目されている。
エ コ ミュゼ とは 6c01ogie(生 態学 )と
mus6e(博物館)か らなる造語である。エコ

図 1

ミュゼの「エコ (6co)Jと い う言葉の由来

|ま , ギ リシャ語の「オイコス (Okos)Jか

らきている。「オイコスJは「家Jを意味す

る。そして「家」というのは,何人かの人が

そこで一緒に暮らす。つまり「オイコスJは ,

「家族 家庭」も意味する。 ドミユック リ

ヴィエールは,ユ コミュゼを「人が住む環境

界と,人がそれを保持している諸関係を自ら

のプログラムに組み入れた博物館である」と

述べ (Dominique R市iare 1996,p60),地 域

を活かし,その将来を準備する一つの手段と

しての役害1を担っているとしている。

このような観点から本稿では,フ ランスの

山間部で活動するエコミュゼの実態を把握
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し,地域づくりにおける博物館活動の働きや

役害」を明らかにしたい。そして日本の山間部

におけるエコミュージアムを運営するうえで

の手がかりを得ることを目的とする。

11 考察の方法

エコミュゼは,その地域 時代によって異

なり常に変化していく。したがってエコミュ

ゼの博物館活動は,今 日の地域社会との関わ

りのみならず,時代背景の関わ りの中からど

のような活動が求められるかを明らかにする

必要があるであろう。

その手順として,まずフランスの博物館に

おけるエコミュゼの位置づけを行い,そ して

具体的にエコミュゼの事例から,博物館活動

による地域づくりの目的を歴史的経緯の中で

明らかにしたい。ついで博物館活動における

調査 研究,収集 保存,展示 教育する機

能が地域づくりにどのように働いているのか

を明らかにしたい。

つぎに,あ らためて博物館を構成する「も

のJ「ひと」「ばJとその設立過程から,エ
コミェゼの博物館活動と地域づくりの関係性

を明らかにしたい。

そして最後に日本の山間部における地域社

会の現状と照らし合わせて,それらの地域に

おけるエコミュージアムの役割やその運営方

法の手がかりを求めてみたい。

12 調査概要

本事例における調査手法は,エ コミュゼの

現職員に,そのエコミュゼ全体における博物

館活動や運営方法について聞き取 りを行い,

さらに,市民の代表者に,その博物館活動の

現状について聞き取 りを行った。0

調査地は,フ ランスにあるベイ ド ラ

ル ドゥール エコミュゼ(4'(Ecomus6e du

Pays de la Roudoule:以 下ル ドゥーツレ エコ

ミュゼと略す)である (図 1)。 調査期間は

1997年 6月 23日 ～25日 である。

20 フランス博物館におけるエコミュゼ

フランスの博物館は,文化省のフランス博

物館局 (Diection des mus6es de France)

の管轄下にあるものと,そ うでないものに分

けられる。さらに前者では,「 国立博物館

(M“6e natiOnal)J「 指定博物館 (Musёe

clぉ s6)」 「統制博物館 (Mus6e contめ 16)J

に分類されている (西野1995,pp 9 11)。

フランスにおける31のエコミュゼは,こ の

統制博物館 (Ecomus6e contr616 parla Diec―

tlon des mus`es de France)に属している

(ma.l JOllbert 1996,p29)。 その統制博物

館となる一つの目安として1981年 に文化省

から出された「組織原則 (エ コミュゼ憲章)」

は,エ コミュゼに対する文化省の関与につい

て述べられているものである (前 日1996,

pp 90 94)。 そして今日,ル ドゥール エコ

ミュゼは,文化省から認められている統制博

物館である。

21 ル ドゥール・エコミュゼの範囲
ペイ ド ラ ル ドクール

`ほ
,ユ ースの

北西約70 kmに位置するプロプァンス ア

ル プ  ロ ー ト ダ ジ ュ ー ル 地 域 圏

(Provence‐ Apes‐Cote d'Azllr)の アルプ

マリティム県 (_Alpes‐ M笙濾mes)と アルプ
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図 2 ル ドゥール・エコミュゼのテリトリー



ド ォ ー ト プ ロバ ンス県 (Apes‐de‐

Haute‐Provence)に またがっている。具体

的 なそ の テ リ トリーは , シア ンズ谷

(Gorges du Cians)ダ ル イ ス谷 (Golges

de Daluis) バールを,(Gorges de Var)に

囲まれた範囲である (図 2)。 この地域は,

人 口が約3500人 で,面積が約250 km2で ぁ

る。そして約2300mの 高い山々が連なる地

域である。

22 ル ドゥール エコミュゼの設立経緯

昔からペイ ド ラ ル ドゥールに住む若

者は,荒廃しつつあるこの地域を離れたいと

考えていたという。なぜなら彼らにとって故

郷が死への道をたどっていくことを目の当た

りにするのは,耐えられないことだからであ

る。しだがって滅びる前に自分が村を離れた

ほうが良いと考え外に出ていったのである。

こうした状況のなかで各コミューヌ0は,共
同して緊急を要する地域社会の問題解決に取

り組みはじめた。①

1966年 ,こ の地域に住む 4人の兄弟は ,

地域住民に呼びかけ,「 ル ドクールの友

(Les Amis de la Roudo壼 e)」 という会をつ

くった。その中に神父 警官 議員等の人々

が加わった。この会の目的は,こ の地域が過

去から受け継いできた文化遺産を壊さずに経

済共同体として発展することであった。そし

てその後20年 の歳月を経て,1986年 ピジェ

ロスタン村長のアンジェ モーラン氏が中

心となり,ル ドゥール エコミュゼを発足さ

せたのである。

23 ル ドゥール・エコミュゼの目的と役書J

このエコミュゼの目的は,自 らの未来を準

備するために過去から受け継がれてきた歴史

的遺産を活かすことで,その地域や人々に輝

かしい生活を与えることにある。そしてその

役割は,地域住民がマイナスでしか考えられ

なかったペイ ド ラ ル ドゥールの自然と

文化を生かし,地域にとってプラスのものへ

と転換することである。

このためのエコミュゼとしての博物館活動

は,その目的を実現するために地域住民が主

体となり,次世代へ伝えるものを調査 研究

し,博物館資料を収集 保存し,展示を含め

た教育を行っているという。そこで,どのよ

うな機構のもとでこうした博物館活動を通じ

ての地域づくりが試みられているかを見てみ

たい。

24 ル ドゥール エコミュゼの機構

このエコミュゼは一つのアツシアシオンい
'

から成 り立っており,その会員数は約450人

である。会員の内訳はベイ ド ラ ルドゥ

ールの住人が約50%,地域外の住人が50%
である。また, このエコミェゼの年間運営費

は,約50万 FFである。そして自治体から補

助金をもらっている。0

このエコミュゼの機構は,近隣の9つ の

コミュースを結ぶサークルの緩やかな連携か

らなっている (図 3)。 このエコミュゼで

図3 ル ドゥール・エコミュゼの機構模式図

ビジェ テニエ 1077 1271 1415 1440
'703

オパル 10 00 37

ラ クロア 388 105 102 81

ビジェ ロスタン ′1 24 70 115

リガド 111 141 1“

サント レジェ y 62 40 04

表 1 コミューヌの人口 (18581990年 1人 )
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は,これらのコミュースを「イル ee:島 )」

と呼んでいる。イルは規模にかかわらず同等

な立場である。(。

また, このエコミュゼでは,各テーマ別の

委員会 (教育 科学 文化等)を もっている。

全体の会報は年に2回発行してお り,他に

テーマ別の会報を配布している。

25 調査・研究活動

このエコミュゼの課題は,再びこの地域に

人々を集めることである。そのため「生きる

こととは何かJと いうことを主テーマとし,

あわせて「時Jの観念を伝えていくことがね

らいであるという。このために1986年 ,地

域住民が主体となり,こ のエコミュゼの歴史

的遺産の調査を行っている。

通常博物館を設立するr_あたり,そこにコ

ンセルバ トゥールを赴任させることが義務づ

けられている。しかし,ル ドクール エコミ

ュゼではコンセルバ トゥールを抱える十分な

予算をもっていなかったため, しばらくの

間,近隣の博物館に勤めているコンセルバ ト

ゥールに兼任してもらっている。地域住民主

体の調査となったのl■,住民による積極的な

博物館活動の展開が当初から考えられ,採用

されたには違いないが,一面ではこうした事

情もあったという。

今日このエコミュゼでは,こ の歴史的遺産

の調査結果を反映させて各コミューヌごとに

テーマを設定している。例えばサント レジ

ェでは,地域の歴史的遺産として「森林J

降 蜜」 膿 業Jがテーマとしてあげられ ,

現在,こ れに関する博物館を計画している。

2.6 展示・教育活動

(|)人と道具の家

ビジェ ロスタンにあるこの施設は,ル ド

ゥール エコミュゼの活動の全体を説明して

いる。2000～ 3000点 の主な展示資料は,主
に地域住民から寄贈されたものである。

常設展示は,「時Jを扱っている (図 4)。

テーマは,「 自然の時Jと「人の時Jに分け

られている。「 自然の時」は100万年や1000

万年という長い時である。また「人の時」の

流れでは,100年や1000年単位である。この

土地に住んだローマ人のことや,他民族の襲

撃があったこと,国境が変わっていったとい

う時の刻みを展示している。ビジェ ロスタ

ンにあった握 のアトリエを丹現したものや,

1920～1930年頃の農民の台所を再現したも

のもある。

企画展示は年に2回行われている。1997

年は「 ピジェ ロスタンで生まれ育った女性

の一生」というテーマであり,女性の仕事に

ついて展示している。

0)鉱山館

ラ クロス周辺には,18601886年に開か

れた鉱山があり,その坑道の全長は約 5km
に及ぶものである。

鉱山館の発起人は,生物学者のギルバ ー

図 4 「時」の常設展示
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図5 鉱山館の展示室



ト マリ氏である。展示には,真鍮が作られ

る過程や鉱山で使われていた道具等が展示さ

れている (図 5)。 これらの資料は県議会

コミューヌ 文化協会からの援助金で購入さ

れたものであるが,一部の資料は近隣の考古

学博物館から譲 り受けたものもある。また館

内には,研究者用に宿泊施設を付属させてい

る。この建物の運営はコミューヌにより行わ

れている。

●)バンとオリープの小屋

アントロボーはアルプ ド オー ト プロ

バンス県に属 し,町の名は「谷間にできた町J

を意味する。 この町は15世紀,城塞都市 と

してつ くられ,現在の人口は960人である。

その内175人が城壁内で,785人が城壁の外

に住んでいる。

城壁外にあるパ ンの小屋は15世紀か ら今

世紀中頃まで使われていたもので,農家の人

たちが麦を持 ってきて粉に引いていた。ま

た,オ リープ油を抽出するための小屋は ,

15世紀か ら使われているものである (図

6)。 プロバ ンス地方で取れるオ リープは ,

フルーティな香 りで10月 から11月 にかけて

収穫される。村人は,現在でもここにオリー

プを持ってきて,油を抽出している。これら

の小屋は,コ ミュースの所有物であ り,訪間

者が来れば年間いつでも公開している。

“

)山岳地帯の保全

近年まで村人は山間部を耕地にしていた。

しかし,今 日その耕地は,人 々が村を離れる

ことによって荒廃 し,大雨により土砂崩れを

起こしている。エコミュゼでは,こ の上砂崩

れ対策を行っている。エコミュゼの会員は ,

地域住民に土砂崩れ防止用に作られた人工石

の使い方を教えている。

また,山岳地帯に′ヽ―プやエニンダが生

え,野生の猪や鹿 野兎が生息 している。今

日エコミュゼでは,多 くの人々に自然の豊か

さと大切さを知ってもらうために「森の小道J

を設置 し,森林の中を散策しながら植生につ

いて知識を得られるようにしている (図 7)。

27 その他の教育活動

このエコミュゼは,ペイ ド ラ ル ドゥ

ール内の学校に対 して野外学習や展示会の案

内を行っている。そしてこの地域外の学校に

関 しては,県の教育長宛てに通知を出して広

報 してもらっている。また大学生による調査

等も受け入れている。

その他,こ のエコミュゼでは,7月 4日 に

「星の夜空Jと い う催 し物を行っている。こ

れはボランティアの人たちが中心とな り,星

空を見ながら音楽を聴き,昔の童話を語ると

いうものである。これは県議会 銀行 エコ

ミュゼの協会 電話会社 文化省の協力を得

て行われている。

28 博物館活動による地域振興

今日このエコミュゼの発足により, この地

域を年間約8000人 が訪れている。エコミュ

図6 オリーブ用の石臼
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図 7 森の小径



ゼでは,学校 観光局 企業のバカンス委員

会等に働きかけている。

1997年 ,ビ ジェテニェに開館したメゾン

ド ペイは,鉄道会社が所有し,運営してい

る。このビジターセンターは,多 くの観光客

の足を上め,ペイ ド ラ ル ドヶ―ルの歴

史的遺産の素晴らしさを見てもらうことを目

的としている。例えばル ドゥール谷とバール

谷の間に住んでいる職人や芸術家のリス トを

つくっており,その作品を展示販売できるよ

うにスタンドを計画している。また訪問者に

エコミュゼ全体の情報を提供するインフォメ

ーション機能を持っている。そしてヨーロッ

パ内の観光情報関係の見本市が行われる時,

エコミュゼのプロモーションを行っている。

29 今後の課題

現在,こ のエコミュゼでは地域住民がベイ

ド ラ ル ドゥールの文化や産業に興味を

持ち,共同で調査 研究を行っている。この

調査が当面する課題としては,昔から住んで

いた人たちが亡くなりつつあるので,その足

跡を調べるのが難 しくなっていることであ

る。けれども最大の課題は,過去から受け継

がれてきた歴史的遺産を活かしながらこの地

域を再びよみがえらせ,こ れからの未来を築

いていくこと,それが同時に経営的に一つの

企業体として成 り立ち,地域文化の保存が地

域の活性化でもあり,地域経済に貢献できる

ものとすることが課題と思われる。

30 考察

ここで博物館の特性を見直し,エ コミュゼ

の博物館活動と地域づくりの関係性について

考察してみる。

31 博物館を構成する 3要素

博物館は社会教育機関である。その機関と

は,個人または団体がその目的を達する手段

として設けた組織体である。そしてその組織

体は,「 ものJ「ひと」「ば」から構成され

ている。特に博物館は,他の社会教育機関と

比べると展示される「もの」として博物館資

料を保持していることが特徴である (表 2)。

そしてその博物館資料に係わる「ひと」は,

学芸員や地域住民である。またその「ひと」

たちの活動する「ばJは,博物館資料の性質

により美術館 歴史館 科学館 水族館 植

物園 動物園 野外博物館等に分類された施

設や地域社会である (図 8)。

32 エコミュゼの「 もの」・「ひと」・「 ば」

エコミュゼの場合「もの」とは, 自然遺産

(山岳,河川,森林,動物,植物 etc),文 化

遺産 (町 並み,古城,考古遺跡,史跡,風

俗,慣習 etc),産業遺産 (農業,果樹園 ,

林業,生産工場,鉱山etc)の ような無形

財 動植物財に及ぶ広いものである。

そして「ひと」は,主体となる地域住民を

はじめ博物館専門職員や郷土史研究家であ

る。こうした運営者の拡大は,エ コミュゼが

住民による博物館であることを表している。

地域社会

表 2 社会教育機関の比較
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図 8「もの」・「ひと」・「 ば」の関係性

■r′ , |)IJ |■

公民館 社会教育主事 施設

図書館 図書館資料 司薔 施設

博物館 博物館資料 学芸員 施設

工つミュゼ 自然・文化

産業造産
地域住民

博物館専門緻員
地域社会



また「ばJについては,エ コミュゼは必然

的に複数の村や町,つまり複数の自治体にま

たがり,その範囲については,その土地の歴

史 民俗 地誌や自然環境などから決められ

た地域社会であることになる。なぜならこれ

らの遺産を保存 展示するにあたり,それぞ

れの時間の流れや空間をできるだけ本来の姿

で存在するように試みられているからであ

る。

33 博物館活動による博物館づくり

エコミュゼの博物館活動は,次世代へ守 り

伝える「もの」を調査 研究し,それを保存

するために収集した り,そ の価値を多くの

「ひと」に知ってもらうために展示を含めた

教育活動を行 うことである (図 9)。 そして

博物館づくりは,地域住民をはじめとするよ

り多くの「ひと」にこれらの全ての活動過程

に参加してもらう「ばJを与える行為である

と考えられる。

34 博物館活動による地域づくリ

博物館活動による地域づくりとは,地域住

民が主体となって地域に点在する遺産を目録

化し,それらを保全していくプログラムでも

ある。また,各テーマを持つ博物館が地域住

民の生活圏内に設立され,相互にネットワー

クを結ぶことで重層化された地域社会の生活

を展示 教育していくことであると思われる

(図 10)。

35 日本の山間部におけるエコミュージア

ムの役割

以上,フ ランスのエコミュゼについてみて

きたが,最後に日本のエコミュージアムと比

較し,その違いについて考えてみたい。

今日の山間部における地域課題は,持続可

能な地域づくりに向けて,従来のコミュニテ

ィを再編成することである。日本で構想され

ているエコミュージアムは,その地域住民に

よる自然観察 郷土学習や地場産業の振興を

目的とした地域づくりの手段として位置づけ

られている。0ま た地域を「まるごと生きた

野外博物館Jと捉え,そ こに点在する歴史的

遺産を活かしたまちづくり運動へと展開して

いる。そしてこうした住民運動とフランスの

住民参加によるエコミュゼの一つの手法とが

結びつき,エ コミュージアムづくりが推進さ

れている。

フランスと日本のエコミュージアムの違い

は,地域住民や自治体とパートナーシップを

組んで運営を管理する第三者的な博物館専門

職員が不在であることである。フランスで

は,こ のような博物館専門職員は,博物館の

専門性を活かした学習プログラムを保証し,

それに継続性をもたせるために不可欠とされ

る。したがってエコミュージアムのディレク

ターは,博物館の専門性とともに行政能力も

必要とするであろう。

図9 博物館活動による博物館づくリ
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図iO 博物館活動による地域づくり



こうした状況をふまえて,今後 日本で設立

されるエ コミュージアムが,以下の 4つの

役割を担 っていくことを期待 したい。

① 歴史的遺産の調査・研究

エコミュージアムは, 日常生活における良

好な地域環境を保全すために地域に点在する

歴史的遺産の調査 研究活動を行い,登録目

録を作成すること。またその時,地域住民・

民間企業・自治体とパートナーシップを組ん

で行うこと。

② 保全活動の策定・実行
エコミュージアムは,歴史的環境が断絶し

ないように近隣の博物館と連携を取 り合っ

て,歴史的遺産の保全活動の計画を策定する

こと。そして地域住民サイドに立った地域ぐ

るなの生活環境づくりに配慮し,支援するこ

と。また,各館は地域住民がいつでも保全活

動へ参加できるように窓口を設置し,その情

報を共有化し,公開すること。

③ 人材を育てるための環境教育の実施

エコミュージアムは,地域住民に郷土愛を

抱いてもらうように努めること。したがって

より多くの人々にその歴史的遺産を知っても

らうために,高齢者と子どもたちが語らえる

場を提供すること。そして子どもたちに「も

の」の価値とその意味合いを知らせること

で,感動とともに見る力を呼び起こし,身に

つけてもらうこと。

① 地域振興
エコミュージアムは,その地域の歴史的遺

産を広域的に位置づけ,よ り普遍的な価値を

発見すること。そして地域住民がこの地域の

歴史的遺産の価値を地域外の多くの人々に知

ってもらために働きかけること。しかしその

結果,観光業の促進と雇用創出が中心となり

一面的な商業化に陥り,地域住民の生活を脅

かす状況になってはならない。

また,こ れから生まれてくる子どもたちが

その地域の住民であることを誇 りに持ち得る

ような地域としての価値の創出・確立が重要

である。経済的効果に期待するあまり商業化

に陥り,地域住民にとっての社会環境を悪化

させないために社会環境の調査・研究を行う

ことが重要である。
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註

(1)本稿で定義する「博物館」は,博物館活動を

行 う機関である。博物館活動とは,調査 研

究,収集 保存,展示 教育の機能である。し

たがって博物館は,パ ランスよく均衡のとれた

博物館活動を行うことである。

(2)本稿において“エコミュゼ leCOmus6el"は ,

1971年以後 CeOrges Henn R派 お の運動から

なるフランス国内の博物館を指すことにする。

1996年現在,「エコミュゼと地域博物館の連盟

C6dttaum des ocomus“ et des lnusees de so‐

“ “

)」 に加盟 している館は70である。その内

フランスのエコミュゼは33館である。他は,フ

ランスの地域博物館が33館,ベルギーのエコミ

ュゼが 3館,ベルギーの地域博物館が 1館であ

る (新井1996,p7)。 つぎに“エコミュージア

ム (eCOInuseun)"は ,エ コミュゼの思想が世

界に伝播 し,設立されたフランス以外のものと

する。その理由としては,エ コミュージアム

は,国々の事情に応じて,その役割や位置づけ

が異なっているからである。

0)調査は,筆者が0環境文化研究所の企画団体

に参加し,通訳を交えて行った。なお聞き取 り

の質問項目は以下の 4点である。

1 ル ドクール地域の歴史と現状

2 ル ドゥール エコミュゼの起源と特性

3 ル ドゥール エコミュゼの運営方法

4 ル ドゥール エコミュゼと自治体の関わ り。

これらのことをアンジェ モーラン氏 :ル ド

クール エコミュゼ 会長 lPr晨はmt de l'

EcKJnlus6e du≧蓼 de la Roudoule)をはじめと
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する職員他 3名 ,ま た高齢者の代表者としてレ

ヌ ミカエル氏と若者の代表者としてエリック

モーラン氏に対 して聞き取 り調査を行った。

なお特にことわ りのない限 り,21～29の エコ

ミュゼの活動に関する記述は,ア ンジェ モー

ラン氏からの聞き取 り調査によるものである。

(4)「 ル ドゥール」とい う言葉は,1960年代に,

この地域を流れる「ル ドクール川」の名称から

とって決められた固有名詞である。地域に固有

名詞を付けることは,地域住民にアイデンティ

ティを与える。

(51 ベイ ド ラ ル ドゥールの「ペイ lPayS)」

は,フ ランス革命以前から存在する独自の経済

的 社会的 文 化的生活圏 であ り,旧 州

い ce)を細分化 した地域範囲である。こ

の地域はイタリアとフランスの国境の村々であ

り,昔 ニース伯爵の領地であった。これらの村

々は,イ タリアからフランスのパール県の農業

地帯に行くときに通るなど,中継地点であり,

また他民族の侵略から領土を守るための国境の

城塞地帯でもあった。この地方の南側に大きな

道路や鉄道が通ったので,今 日多くの人々は,

南方の町に行くようにな り,山の上方へ誰一人

行かなくなってしまった。このため,こ の地方

はこの20o年 くらい,孤独な孤立した土地とな

ってしまったのである。しかしそのおかけで今

でも昔の文化が残っている。

6)今 日フランスの行政体制は,まず一番最小の

単位を市町村 (コ ミューヌ :ctllnlnune)と し,

つぎに小郡 (カ ントン :ctnton),そ の上r_95

県 (デパル トマン :dё partement),県の上に22

地域圏 (レ ジオン :r6」 cln)と なっている。

(0 1960年代この地域は,過疎の村になってしま

った。1962年 , ビジェ ロスタンの平均年齢は

64歳で,24人しか住んでいなかった。現在の人

口は,115人で平均年齢は46歳である (表 1)。

(3)フ ランスに「 アツシアンオンの契約に関する

1901年 7月 1日 法 (Lol du ler j硼腱t1901 rela‐

dwc au contrat d'assoclat10n)」 がある。この法

律は,いかなる人々やグループであっても非営

利で自主的な協同体 (ア ツシアシオン)をつく

ることを法的に承認 し,そ の公的有用性を認

め,かつその活動を保証している。このアツシ

アンオンは,定款 としてその名前, 目的,手

段,内部組織,その活動する人員の役割を明記

し,公表することが義務づけられる。今日,ル

ドゥール エコミュゼのアツシアシオンでは,

4人を雇っている。その内 3人が国や地域圏議

会から一部援助金を支払ってもらってお り,1
人が兵役の代わ りに働いている。会長 会計

秘書はボランティアである。

(9)1996年度の運営費は,519,097FFで あ り,そ

の内52%の27万 FFが 自治体からの補助金であ

る。その補助金の内訳は,アルプ マ リティム

県か ら14万 W,DRACか ら13万 FFで ある。

1995年度の運営費と比べると224%増加 してい

る KAlbertC赫 1996,p8)。 ただし文化省か

らの補助金は,こ の中に含まれていない。

10 ル ドゥール エコミュゼに加盟 している9つ

のコミューヌは, ビジェ テニユ (Puget Tb`

nlers), オンくル (Alvare), ラ  タロア (La

Cro=), ビジェ ロスタン (Puget‐Rostang),

リガ ド (Rlgaud), サ ン ト  レジ ェ (Saint

Lёger), レオペ (Leclll"), ヴィラ ラ クロ

ァ (vmars La Cro破 ), ア ン トロボ ー (En‐

trevaux)である。

llD その試みとして山形県朝 日町で構想されてい

る「朝日町エコミュージアム」は,地域住民と

自治体が一体となって町の文化 自然や生活に

誇 りを持ち,こ れを生かしながら楽しく生き生

きと暮らせる生活スタイルを確立するために推

進されている (西沢1997,p131)。 他に,文化

庁による「エコ ミュージアム」は,天然記念

物の活用を促進させるために国が補助する整備

事業 として,国 内6カ 所で推進 されている。

(池田 蒔田1997,pp 17"176)
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